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日
頃
は
�
組
合
の
行
事
に
ご
協
力
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
�

五
月
の
総
会
で
前
支
部
長
の
松
岡
さ
ん
よ
り
バ
ト
ン
タ
�
チ
さ

れ
�
早
や
一
年
近
く
経
過
致
し
ま
し
た
�

最
初
は
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
の
ス
タ
�
ト
で
し
た
が
�

各
副
支
部
長
を
は
じ
め
執
行
部
皆
様
の
ご
協
力
の
お
蔭
で
運
営
致

し
て
お
り
ま
す
�

東
印
工
組
本
部
で
の
支
部
長
会
�
各
種
委
員
会
�
支
部
で
の
部

長
・
監
査
・
地
区
長
会
�
ま
た
本
部
�
支
部
で
の
様
々
な
行
事
等
�

東
印
工
組
に
は
集
ま
り
が
ご
ざ
い
ま
す
�
そ
れ
ら
数
々
の
集
ま
り

に
参
加
い
た
し
ま
し
て
�
組
合
も
な
か
な
か
頑
張
�
て
い
る
な
と

実
感
し
て
お
り
ま
す
�

私
は
�
こ
れ
ら
東
印
工
組
の
催
す
数
々
の
事
業
に
つ
い
て
�
多

く
の
組
合
員
の
皆
様
に
伝
え
�
参
加
を
募
る
事
が
重
要
な
役
目
と

思
�
て
お
り
ま
す
�
ま
た
�
そ
の
た
め
に
も
�
組
合
員
相
互
に
情

報
を
共
有
し
�
親
睦
を
深
め
る
機
会
を
提
供
し
て
行
く
こ
と
が
使

命
と
思
�
て
お
り
ま
す
�

今
�
世
の
中
は
政
権
も
変
わ
り
�
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
は
�
景
気

は
良
く
な
�
て
い
る
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
�
わ
れ
わ

れ
中
小
印
刷
業
界
に
吹
く
風
は
�決
し
て
い
い
と
は
思
え
ま
せ
ん
�

で
も
そ
ん
な
事
は
言
�
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
�

わ
が
京
橋
支
部
は
�
東
印
工
組
の
中
で
最
大
の
組
合
員
数
を
誇

る
支
部
で
す
�
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
�
明
る
く
�
皆
様
の
力
を
合

わ
せ
て
頑
張
�
て
行
き
ま
し
�
う
�

今
後
と
も
ご
指
導
�
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
�
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京
橋
支
部
平
成
18
年
度
通
常
総
会
は
５
月
30
日
㈫
、
午
後
６
時
よ
り
銀

座
ラ
フ
ィ
ナ
ー
ト
「
汐
風
の
間
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

石
井
副
支
部
長
の
司
会
で
、
生
野
副
支
部
長
が
開
会
の
こ
と
ば
を
、
続

い
て
松
岡
支
部
長
が
執
行
部
を
代
表
し
て
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。
総
会
は

議
事
に
入
る
前
の
議
長
、
副
議
長
の
選
出
が
あ
り
、
議
長
に
月
島
地
区
か

ら
石
井
泰
明
氏
、

副
議
長
に
は
新
富

地
区
の
竹
山
房
雄

氏
が
選
出
さ
れ
、

両
氏
自
己
紹
介
の

あ
と
議
事
へ
と
移

り
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
・

平
成
17
年
度
事
業

報
告
は
森
山
副
支

部
長
よ
り
、
第
２

号
議
案
・
平
成
17

年
度
収
支
決
算
報

告
は
田
畠
副
支
部

長
よ
り
報
告
が
あ

り
第
１
号
議
案
・
第
２
号

議
案
と
も
に
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
監
査
報
告
は
花
崎
・
神

田
両
監
査
が
報
告
し
大
拍

手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
第
３
号
議
案
の
平
成

18
年
度
事
業
計
画
案
、
第

４
号
議
案
の
平
成
18
年
度

収
支
予
算
案
は
一
括
上
程

と
な
り
第
３
号
議
案
は
森

山
副
支
部
長
、
第
４
号
議

案
は
田
畠
副
支
部
長
よ
り

説
明
が
あ
り
と
も
に
「
異

議
な
し
」
の
声
で
採
決
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
の
第

５
号
議
案
・
次
期
役
員
の
承
認
は
推
薦
委
員
会
石
澤
委
員
長
よ
り
「
次
期

役
員
推
薦
委
員
会
」
を
ふ
ま
え
て
の
次
期
役
員
の
発
表
が
あ
り
、（
以
下

敬
称
略
）
支
部
長
に
西
山
昇
・
西
和
印
刷
㈱
（
湊
地
区
）、
副
支
部
長
に

は
神
田
範
世
・
永
和
堂
㈱
（
築
地
地
区
）、
森
山
照
明
・
㈱
森
山
印
刷
（
銀

座
地
区
）、
田
畠
久
義
・
㈱
久
栄
社
（
新
川
地
区
）、
森
山
徹
太
郎
・
㈱
蓬

莱
屋
印
刷
所
（
湊
地
区
）、
永
井
博
・
永
井
印
刷
工
業
㈱
（
入
船
地
区
）、

横
山
明
夫
・
㈱
白
橋
印
刷
所
（
八
丁
堀
地
区
）
の
６
氏
と
監
査
に
は
小
宮

山
貴
史
・
小
宮
山
印
刷
㈱
（
京
橋
地
区
）、
松
岡
誠
一
郎
・
㈱
文
海
堂
（
銀

座
地
区
）
の
各
氏
が
次
期
役
員
と
し
て
大
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
18
年
度
通
常
総
会
開
催

　

於
・
銀
座
ラ
フ
ィ
ナ
ー
ト
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こ
の
後
、
新
役
員
全
員
壇
上
に
あ
が
り
、
新
役
員
を
代
表
し
て
西
山

新
支
部
長
が
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
こ
と
は
本
部
に
任
せ
、
支
部
は
松
岡
前

支
部
長
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
っ
た〝
親
睦
と
相
互
扶
助
〟を
踏
襲
し
て
い
く
」、

「
も
う
一
つ
肝
に
銘
じ
て
い
る
の
は
〝
初
心
忘
れ
る
べ
か
ら
ず
〟
二
年
間
支

部
の
た
め
頑
張
っ
て
い
く
」
と
挨
拶
し
、
新
執
行
部
の
方
々
を
紹
介
し
ま

し
た
。

こ
れ
に
よ
り

議
事
は
す
べ
て

終
了
し
、
石
井

議
長
、
竹
山
副

議
長
が
拍
手
の

う
ち
に
退
任
し

ま
し
た
。

こ
の
後
、
司

会
の
石
井
副
支

部
長
よ
り
来
賓

の
方
々
の
紹
介

が
あ
り
、
東
京

都
印
刷
工
業
組

合
副
理
事
長
・

花
崎
博
己
様
、

中
央
区
長
・
矢

田
美
英
様
、
中

央
区
工
団
連
会

長
・
水
野
雅
生

様
、
中
央
区
区
民
部
部
長
・
斎
藤
裕
文
様
、
中
央
区
区
民
部
商
工
課
課
長
・

田
中
武
様
、
東
京
印
刷
工
業
厚
生
年
金
基
金
理
事
長
田
畠
一
彌
様
代
理
・

石
塚
常
務
理
事
様
、
東
製
工
組
京
橋
支
部
支
部
長
・
山
本
雅
夫
様
、
東
印

工
組
日
本
橋
支
部
支
部
長
・
中
村
正
信
様
、
中
央
厚
生
事
業
協
同
組
合
理

事
長
・
長
山
浩
様
、
東
京
商
工
会
議
所
中
央
支
部
事
務
局
長
・
北
川
正
博

様
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
の

来
賓
挨
拶
は
東

印
工
組
副
理
事

長
・
花
崎
博
己

様
、
中
央
区
工

団
連
会
長
・
水

野
雅
生
様
が
挨

拶
を
さ
れ
ま
し

た
。総

会
は
神
田

監
査
に
よ
る
閉

会
の
こ
と
ば
で

滞
り
な
く
終
了

と
な
り
19
時
よ

り
の
懇
親
会
へ

会
場
を
移
し
ま

し
た
。

懇
親
会
は
石

井
副
支
部
長
の
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進
行
で
行
わ
れ
、
松
岡
支
部
長
が
挨
拶
、
続
い
て
公
務
の
都
合
で
遅
れ
て

来
ら
れ
た
中
央
区
の
矢
田
区
長
様
、
関
連
業
界
を
代
表
し
て
㈱
山
櫻
代
表

取
締
役
社
長
・
市
瀬
豊
和
様
が
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

乾
杯
は
支
部
顧
問
の
宇
野
一
男
氏
の
ご
発
声
に
よ
り
杯
を
あ
げ
、
そ
の

後
は
新
役
員
の
紹
介
、
本
部
出
向
役
員
の
紹
介
、
京
青
会
新
役
員
紹
介
、

本
日
参
加
の
関
連
業
界
の
紹
介
と
和
気
藹
々
の
中
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

歓
談
の
あ
と
、
中
締
め
は
支
部
相
談
役
の
松
川
昭
義
氏
が
行
い
会
は
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

松川相談役　中締め

京青会　新役員の皆さん
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平成18・19年度京橋支部新役員

■支　部　長

西山　　昇（にしやま　のぼる）
西和印刷㈱
湊地区

支部運営は「親睦と相互扶助」を前支部長より踏襲し、また「初心忘るべか

らず」を肝に銘じて頑張ります。ご支援の程宜しくお願い申し上げます。

■副支部長（総務）

神田　範世（かんだ　のりよ）
永和堂㈱
築地地区

“京橋支部を軸として”大変厳しき時代となりましたが、日頃、お得意様あ

りきは勿論ですが、更によりよき仕事をするに当り、東印工組本部より伝達

される素晴らしい仕事に対する取り組み方、又経営に対する姿勢等支部を通

じて学ぶ事が大変多く、感謝しています。地区枠を超えた支部員間の交流が盛んになり、益々京

橋支部が栄光へといくことに皆様とともに頑張りたいと思っています。

■副支部長（総務）

森山　照明（もりやま　てるあき）
㈱森山印刷
銀座地区

松岡前支部長の時から、今期西山体制と２期連続で副支部長を務めさせて

いただいております。１期お役ごめんのつもりでおりましたが、１年前新富

町の飲み屋で、「支部長をよろしくお願いします」と西山さんの手を握りお願

いした経緯から今期も務めることとなりました。「わかった」の一言で、西山支部長の男気を感

じました。松岡支部長お手伝いしたように影となり大きな体で、支部長を支えていきます。また、

皆様のご意見を聞きよりよい支部となるように、コミュニケーションを図れるように、親睦を深

められるように努力していきたいと思います。皆様のご協力をお願いいたします。
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■副支部長（会計）

田畠　久義（たばた　ひさよし）
㈱久栄社
新川地区

皆さん、ごぞんじでしょうか？我々印刷会社が出す紙ゴミは、有料のゴミ
処理シールを貼って、事業系可燃ゴミとして出すと違法です。廃棄物処理法
で印刷業者の出す廃紙は産業廃棄物と規定されています。そもそも燃やして
しまうなんてもったいない。是非、本部の「廃紙共同回収処理システム」をご利用下さい。無料
で回収して、ちゃんと再生紙として生まれ変わらせます。シール代も節約できます。

私は２期連続で本部の生産・環境委員会を担当しておりますが、主な事業がこの回収システム
の運営です。最近では廃紙の他に、インキ缶や残肉の有料回収もはじめました。現在では 300 以
上の事業所に参加いただいております。また今期は当システム推進の他に、都の VOC 排出規制
条例にあわせて、VOC とは何か、どうすれば少なく出来るかなどの啓蒙ポスターの作成や、セ
ミナーを開催いたしました。

何かと環境、環境と騒がれる今日、地域と人に優しい活動にご尽力いただき、今期もよろしく
お願い致します。

■副支部長（総務）

森山　徹太郎（もりやま　てつたろう）
㈱蓬莱屋印刷所
湊地区

前期２年間、松岡支部長のもと、湊地区長を務めさせていただいたので、

今年はお役ご免で仕事一筋にと思っていましたが、今期湊地区から西山新支

部長が選任され、図らずも副支部長の大役を仰せつかりました。

日常の業務をこなしながらの任務で、充分な働きが出来ずご迷惑をおかけするかもしれません

が、精一杯支部長を支えて参る所存ですので、よろしくお願いいたします。

なお、東印工組本部委員として、小企業変革推進委員の委嘱をいただきました。

昨年度の入船地区長から、引き続き、副支部長を引き受けることになりま

した。今期も始まり約 10 ケ月経ちましたが、本部では経営革新委員会に出席

しています。委員会では生き残れる印刷業のビジネスモデルなどの勉強会を

通じ、他支部の仲間と議論し親睦を深めています。支部の皆様にも取り入れられる事例があれば、

勉強会の企画などを通じご案内したいと思います。

今後ますます厳しくなる受注競争のなか、組合の基本理念である相互扶助と協力をさらにすす

めて、競争力のあるパートナーシップの構築と京橋の印刷が信頼あるブランドとして育つように

努力するつもりです。みなさまのますますのご協力をお願いいたします。

■副支部長（総務）

永井　　博（ながい　ひろし）
永井印刷工業㈱
入船地区
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■副支部長（総務）

横山　明夫（よこやま　あきお）
㈱白橋印刷所
八丁堀地区

副支部長を拝命して早くも半年が過ぎました。もともと支部活動に参加す

る機会も少なかった事もあり、拝命以来先輩の皆様にただただついてまいり

ました。その間総会からへそ展と大きな行事を経て、執行部、幹事の皆様の

ご活躍には頭がさがる思いです。年があけて新年会、総会と大きな支部活動が続きますが少しで

も、お役に立てるよう頑張りたいと思っております。今後も支部活動へのご理解ご協力をお願い

いたします。

■監査

小宮山　貴史（こみやま　たかし）
小宮山印刷㈱
京橋地区
この度、京橋支部の監査をおおせつかりました京橋地区、小宮山印刷㈱の

小宮山貴史です。京橋支部役員に就任するのは、１期２年ぶりとなるわけで

すが、その役職の重さに緊張するのは毎回のことです。監査の職務とは「会計

を監査する」と定められております。当然に会計処理の公正さ、組合費の使途についても組合規

約を鑑み、組合員の皆様に代わり監査する立場です。そして同時に、組合執行部として、その運

営に尽力することも大きな役割と認識しております。昨今、「組合とは何か？」ということが取

り上げられる機会が多いようですが、私見としましては「組合は何が出来る」という発想を離れ

「組合員の皆様方が何をご期待しているのか？」を模索することが、組合活動の原点のような気

がします。さらに突き詰めれば「組合員の皆様が組合をどのように活用できるのか？役立たせる

のか？」といった組合員の皆様が主体となるような形が望まれるような気がします。

現在、支部では地区を基盤とした縦割り組織による運営が行われていますが現状、組合員の減

少で組織としての機能が厳しい地区も多くあります。今後は、地区を基盤とする組織運営の形は

変えずとも、もっと地区を越えた交流を盛んにした横串組織の導入も必要になってくると思いま

す。既に現在活動されています「京橋ビジネスパートナー研究会」や「京青会」などもその良い

例だと思います。先日、新規上場された「ミクシィ（MIXI）」が展開する「SNS」の形態なども

参考になるかと思います。組合も「Web2.0」に突入する時代なのかもしれません。

訳の分からないことを述べましたが、現実の支部運営においては、ある程度の引かれた線路の

上を走ることが大半の仕事となるわけですが、「組合員のための組合」「理想の組合とは？」とい

う大きな課題を絶えず意識し、支部役員の任を果たしていきたいと思います。今後とも皆様方か

らのご指導をいただけますことをお願い致しまして挨拶とさせて頂きます。
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■監査

松岡　誠一郎（まつおか　せいいちろう）
㈱文海堂
銀座地区

支部の監査は西山支部長の下２年間、前支部長の経験を生かしアドバイス

をして行きたいと思っています。財政面では、組合員の減少の中いかに効率

よく支部事業が出来るかを本部と連携して行きたいと考えております。本部

の常務理事として事業共済委員会の委員長を務めることとまり、組合の大きな収入源である保険

の共済制度を広く啓蒙し、少しでも多くの組合員の方々にメリットを紹介していけるか努力して

いるところです。過日の『敬老の集い』も当委員会が担当しました。他に何か収入の上がる事業

を考えようということで現在本部会報とともに PR チラシを同封して送料を企業から頂こうとい

う企画等を立案中です。皆様のご支援ご協力をお願い申し上げます。

■京橋地区地区長

尾島　育四郎（おじま　いくしろう）
三徳印刷㈱

伝統をバトンタッチ

この度、京橋地区長になりました三徳印刷㈱尾島育四郎でございます。

京橋地区会は、㈱モリイチ・㈱金陽社印刷所・日英舎印刷㈱・荒木印刷㈱・

三徳印刷㈱・小宮山印刷㈱・秀英堂紙工印刷㈱以上の７社で構成されており

ます。

毎年四月に総会を開催しますが、その他に年間を通じて２〜３回の会合を持ちます。また、２

年に一度全社にて旅行会をいたします。一区会各社共、地域愛・すなわちそこで活動している誇

りや自負心が結束の強さに繋がっております。

言い古されたフレーズですが、組合は母港です。バトンを引き継ぐ後輩が続々と育って行くと

共に、何時でも帰れる心の故郷、其れが組合の理想像です。今後とも、心より京橋支部の発展を

願っております。

平成18・19年度京橋支部新地区長

■京青会会長

竹山　房雄（たけやま　ふさお）
㈱シール竹山
新富地区
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■銀座地区地区長

恒本　　平（つねもと　たいら）
㈱恒本紙工所

銀座地区では、地区会を毎月開催しております。内容といたしましては、部

長・監査・地区長会で話題になった、本部・支部からの連絡事項の報告や会員

同士の情報交換を主として、夕食をとりながら和気あいあいとやっております。

更に親睦会として、積立旅行を毎年行っております。支部報にも載りまし

たが、昨年は舞妓さんを呼んで「京橋贅沢グルメツアー」に行ってきました。今年度は小旅行の

年ですが、日程調整が難しかったので地区会で協議したところ、更に翌年まで積立をして海外ツ

アーに行く予定です。行き先は上海を予定しております。

■新富地区地区長

大嶋和十三（おおしま　かずとみ）
コクダイ印刷㈱

新富地区会には現在、11 社の印刷会社が加入しています。

新富には 30 年前は印刷会社が多数ありましたが、最近では組合に加入して

いない会社も少なくなりました。	

さて、新年度をまもなく迎え、決算報告、新事業計画等に取り組む所でご

ざいます。今後は地区会会員相互の理解を深め合っていきたいと思います。	

印刷業界もまだまだ厳しい実情でありますが、頑張って参りたいと思います。

■築地地区地区長

小森　　彰（こもり　あきら）
小森印刷㈱

５月 30 日　京橋支部・通常総会出席

６月６日　地区定例会

10 月 20 〜 21 日旅行会（茨城県五浦温泉）６社参加

前地区長の春原さんは、合計６期 12 年間勤められ、今期から小森がバトン

タッチしました。最盛期は、30 社近くが加盟していましたが、現在は９社で、親睦をメーンに

活動しています。今後は、地区内での仕事の受発注を頻繁に行っていきたいと思っています。
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■入船地区地区長

長田　光一郎（おさだ　こういちろう）
長田印刷㈱

24 社、特色ある工場、設備（用品）を持ちながら、情報交換、業務協力に

厚い地区となっています。

独自の歴史ある親睦団体も、年代ごとにいくつか有る等の事情で、支部と

しての地区活動は色々の配布物が多くをしめていますが、新年度は、何かし

らの事業を行いたいと考えているところです。

■湊地区地区長

八代　東海夫（やしろ　とみお）
八代印刷工業㈱

湊地区は支部内では最も多い組合員で構成されています。また、地区とし

て春には地区懇親会、夏には納涼会、秋には旅行会、暮に忘年会など年間行

事として情報交換の場を数多く持つことにしております。

■八丁堀地区地区長

濱野　秀世（はまの　ひでよ）
㈱三田村印刷所

八丁堀地区会八親会では２ケ月に１回の例会があり、その中には暑気払い

等も含まれています。４月には旅行会がありましたが、私は同行出来なかっ

たので前地区長大橋様に旅行記をお願いいたしました。

「毎年４月の第２土日は八丁堀地区の親睦を深める１泊旅行です。今回は参加者 15 名で桜井

グラフィックシステムズ㈱の岐阜工場見学でした。桜花の終わった今にも雨が落ちてきそうな

朝、東京を出発、名古屋ではひと降りした雨も止み日が差し、昼食の美濃市では満開の桜花を

見、今回メインテーマの桜井印刷機械工場へ。周辺は自然環境もよく最新設備の整理整頓され

た清潔な工場。夜は日本三銘泉の一つである下呂温泉での親睦会。日頃の疲れを下呂の湯で流

し早めに就寝。翌朝は下呂温泉合掌村を見、最近、年のせいか早々の東京着と有意義な二日間

でした。」（大橋記）

また、ゴルフ会は昭和 36 年に発会し、442 回を数える由緒ある会で石澤会長を始め、マナー

に厳しい紳士の集まりです。
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■新川地区地区長

伊森　英明（いもり　ひであき）
昌平堂印刷㈱

新川地区には 25 社の方々が加盟されております。二代、三代と社業の長い

会員の方が多く、会合の都度、貴重なご意見・ご提案をいただき、「新米地区長」

として身を低くして拝聴しております。今期は、総会、納涼会、新年会と文

字どおり「親睦と相互扶助」がメインに活動を行っております。

納涼会は「200 円で行ける温泉リゾート」（実際は相乗りタクシーでしたが）をテーマに、去

る８月 11 日、青海の大江戸温泉へ繰り出し、「（温泉に）入って、飲んで、食べて、揉んで（マッ

サージですヨ）、また入って」の温泉気分を満喫した一夜でした。

来期は旅行会の年にあたります。今から、担当幹事さんを中心に頭を悩ましております。

■月島地区地区長

鎭目　悠三（しずめ　ゆうぞう）
㈱美山堂

当会は現在 10 社の会員で構成されています。主なる活動は毎月の例会（原

則第四水曜日）で支部連絡事項の伝達、会員会社の現況報告、関連業界の動向、

資材価格等の各種情報交換と誕生会を併せて行っています。それぞれ特徴あ

る各社の情報の共有は有意義で信頼性が高く、会のモットーである“相互発

展扶助”に寄与しています。

４月には会則（４月より３月 31 日一期２年）に従い、地区長、幹事２名が新たに選任され就

任しました。（地区長　㈱美山堂　鎭目　悠三、幹事　銅版印刷㈱　鈴木　聡、幹事　三幸印刷

㈱　川崎　裕）

６月には会則 ( 慶弔規定・見舞金）および連絡網の改訂が行われ整いました。

７、８月例会は暑気払い納涼会を兼ねて開催され、支部名簿掲載広告と研修旅行会計画が議題

となり準備に入りました。以上が当地区今年度半期の現況であります。

■支部書記

横田　俊美（よこた　としみ）
京橋支部事務局
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雄

平
成
十
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十
九
年
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の
会
長
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め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ど
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ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

四
月
よ
り
、新
執
行
部
で
ス
タ
ー
ト
し
て
す
で
に
半
年
に
な
り
ま
す
が
、

未
だ
に
本
当
に
私
で
良
か
っ
た
の
か
な
あ
？
と
思
う
日
々
で
す
。

現
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の
会
員
数
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七
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三
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で
、
年
間
七
回
の
研
修
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（
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ー

マ
は
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員
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意
見
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要
望
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よ
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決
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や
、
工
場
見
学
会
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行
っ
て

お
り
ま
す
。

思
い
返
し
て
み
ま
す
と
、
私
が
京
青
会
に
入
会
し
て
二
十
年
に
な
り
ま

す
。
そ
の
間
、
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く
の
人
達
と
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り
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い
、
ま
た
仕
事
や
人
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に
つ
い
て

の
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ド
バ
イ
ス
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頂
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た
り
、
作
業
の
交
流
な
ど
も
多
く
で
き
ま
し
た
。
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話
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っ
た
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何
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て
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。
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。
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。
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京
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研
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で
の
会
合
の
席
で
、
羽
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幹
事
長

か
ら
『
地
方
の
印
刷
会
社
は
今
非
常
に
活
気
が
あ
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に
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て
学
び
ま
し
ょ
う
』
と
提
案
さ
れ
、
関
西
を
中
心
に
活
動
さ
れ
て
い

る
北
東
工
業
さ
ん
へ
会
員
９
名
で
見
学
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
東
京

９
時
20
分
出
発
、
新
大
阪
11
時
50
分
着
と
2
時
間
半
で
大
阪
に
到
着
。
あ

ま
り
の
速
さ
で
大
阪
へ
着
い
た
と
の
実
感
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
地

下
鉄
車
内
で
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
異
な
る
言
葉
が
聞
こ
え
て
、
大
阪
に

居
る
の
だ
と
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
距
離
感
の
希
薄
さ
が
、
地
方

に
あ
る
印
刷
会
社
と
我
々
東
京
に
あ
る
印
刷
会
社
が
競
合
す
る
原
因
の
一

つ
で
あ
る
と
感
じ
な
が
ら
地
下
鉄
に
揺
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

お
昼
は
『
美
々
卯
本
店
』。
食
事
を
済
ま
せ
店
を
出
る
と
生
憎
の
雨
模

様
で
し
た
。
タ
ク
シ
ー
に
分
乗
し
て
北
東
工
業
さ
ん
の
本
社
に
着
き
、
社

員
さ
ん
か
ら
明
る
く
ハ
ッ
キ
リ
し
た
挨
拶
を
受
け
、
気
持
ち
の
良
い
会
社

だ
と
思
い
ま
し
た
。

北
東
工
業
さ
ん
は
、
ハ
ー
ド
（
機
械
設
備
）
が
充
実
し
て
い
た
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
ソ
フ
ト
の
面
は
特
に
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
社
内
情
報
の
共
有
化
し
て
社

員
の
一
つ
一
つ
の
知
識
・
経
験
を
会
社
全
体
で
共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
は
す

ご
く
斬
新
な
感
じ
を
持
ち
ま
し
た
。
社
長
や
社
員
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
社
内
の
ネ
ッ
ト
上
の
掲
示
板
に
問
題
を
提
起

し
て
そ
れ
を
閲
覧
し
て
い
る
社
員
が
解
決
策
を
提
示
す
る
、
事
故
報
告
書

も
掲
示
さ
れ
皆
の
意
見
が
表
示
さ
れ
る
。

ま
た
、
そ
れ
ら
の
デ
ー
タ
を
再
度
検
索
し
て
閲
覧
す
る
こ
と
も
で
き
社

員
が
自
由
に
活
用
で
き
る
。
社
員
が
自
由
で
活
発
な
意
見
を
言
え
る
（
書

け
る
）
環
境
が
北
東
工
業
さ
ん
に
は
あ
り
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
て
社
員
共

有
の
問
題
点
を
解
決
す
る
た
め
に
色
々
な
研
究
会
が
で
き
、
自
発
的
に
社

員
が
勉
強
し
そ
の
事
を
会
社
に
啓
発
す
る
と
い
う
幹
事
の
結
果
が
起
こ
っ

て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

会
社
概
要
の
ご
説
明
の
後
、
本
社
の
設
備
の
見
学
を
し
ま
し
た
が
、
工

場
の
中
は
印
刷
工
場
に
は
な
い
き
れ
い
さ
が
あ
り
整
頓
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
お
客
様
カ
ウ
ン
タ
ー
に
印
刷
見
本
・
紙
見
本
・
本
Ｐ
Ｏ
Ｐ
等
の
製
品

見
本
が
あ
り
、
珍
し
い
も
の
に
折
り
見
本
の
セ
ッ
ト
が
あ
り
お
客
さ
ま
へ

の
細
か
い
心
配
り
を
感
じ
ま
し
た
。

熱
意
あ
る
ご
説
明
い
た
だ
い
た
東
條
常
務
さ
ん
の
斬
新
な
発
想
と
細
か

い
気
配
り
を
社
員
と
共
に
形
に
し
て
い
る
素
晴
ら
し
い
会
社
だ
と
感
じ
て

北
東
工
業
さ
ん
を
後
に
し
ま
し
た
。

大
阪
の
心
斎
橋
を
訪
れ
近
く
の
焼
き
鳥
屋
で

夕
食
を
食
べ
心
と
お
腹
を
膨
ら
ま
せ
て
帰
路
（
岐

路
？
）
に
着
き
ま
し
た
。
何
か
と
慌
た
だ
し
か
た

け
れ
ど
も
、
刺
激
を
受
け
た
1
日
で
し
た
。

神
林
印
刷
㈱

　

神
林　

宗
彦

北
東
工
業
㈱
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
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▽
平
成
18
年

４
月
４
日
㈫
部
長
・
監
査
会
（
11
時
30
分
〜
）

於
・
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
２
階
ロ
ビ
ー

４
月
７
日
㈮
本
部
支
部
長
会
懇
親
旅
行
（
16
時
30
分
〜
）

於
・
熱
海
南
明
ホ
テ
ル　

松
岡
支
部
長
出
席

４
月
12
日
㈬
平
成
18
・
19
年
度
「
新
執
行
部
役
員
及

び
新
地
区
長
」
初
顔
合
わ
せ
会
（
18
時
30
分
〜
）

於
・
ラ
・
ブ
リ
ー
ズ
・
ド
ゥ
・
ヴ
ァ
レ
新
富
町

４
月
24
日
㈪
本
部
理
事
会
（
15
時
〜
）

於
・
本
部
２
階
会
議
室　

松
岡
支
部
長
他
出
席

５
月
15
日
㈪
本
部
総
代
会
・
理
事
会
（
14
時
〜
）

於
・
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル　

松
岡
支
部
長
他
出

席

５
月
17
日
㈬
日
本
橋
支
部
定
時
総
会
（
17
時
30
分
〜
）

於
・
上
野
精
養
軒
日
本
橋
店　

松
岡
支
部
長
出
席

５
月
18
日
㈭
中
央
区
工
団
連
第
１
回
常
任
理
事
会

於
・
区
役
所
８
階
大
会
議
室

５
月
22
日
㈪
部
長
・
監
査
・
地
区
長
会
（
11
時
30
分
〜
）

於
・
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
２
階
ロ
ビ
ー

・
通
常
総
会
出
席
・
参
加
状
況
と
当
日
の
作
業
に

つ
い
て

・
そ
の
他

５
月
23
日
㈫
中
央
厚
生
事
業
協
同
組
合
「
通
常
総
会
」

（
17
時
〜
）

於
・
銀
座
ラ
フ
ィ
ナ
ー
ト　

西
山
副
支
部
長
出
席

５
月
24
日
㈬
役
員
打
ち
合
わ
せ
会

於
・
銀
座
ラ
フ
ィ
ナ
ー
ト

支
部
の
動
き

５
月
25
日
㈭
京
橋
製
本
協
同
組
合
「
通
常
総
会
」（
18

時
〜
）

於
・
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム　

松
岡
支
部
長
出
席

５
月
30
日
㈫
第
１
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
２
階

５
月
30
日
㈫
京
橋
支
部
平
成
18
年
度
通
常
総
会
（
18

時
〜
）

於
・
銀
座
ラ
フ
ィ
ナ
ー
ト
「
汐
風
」
の
間

司
会　

石
井
副
支
部
長

１
、
開
会
の
こ
と
ば

生
野
副
支
部
長

２
、
あ
い
さ
つ

松
岡
支
部
長

３
、
議
長
お
よ
び
副
議
長
の
選
出

４
、
議
事

第
１
号
議
案　

平
成
17
年
度
事
業
報
告

森
山
副
支
部
長

第
２
号
議
案　

平
成
17
年
度
収
支
決
算
報
告

田
畠
副
支
部
長

　
　
　
　
　
　

平
成
17
年
度
会
計
監
査
報
告

花
崎
・
神
田
監
査

第
３
号
議
案　

平
成
18
年
度
事
業
計
画
（
案
）

森
山
副
支
部
長

第
４
号
議
案　

平
成
18
年
度
収
支
予
算
（
案
）

田
畠
副
支
部
長

第
５
号
議
案　

次
期
役
員
の
承
認　

推
薦
委
員
会

石
澤
委
員
長

５
、
新
支
部
長
挨
拶

６
、
議
長
お
よ
び
副
議
長
の
解
任

７
、
来
賓
紹
介
・
挨
拶

東
京
都
印
刷
工
業
組
合
副
理
事
長

花
崎　

博
己
様

中
央
区
長

矢
田　

美
英
様

中
央
区
区
民
部
部
長

斎
藤　

裕
文
様

中
央
区
区
民
部
商
工
課
課
長

田
中　
　

武
様

中
央
区
工
業
団
体
連
合
会
会
長

水
野　

雅
生
様

東
京
商
工
会
議
所
中
央
支
部
事
務
局
長

北
川　

正
博
様

東
京
印
刷
工
業
厚
生
年
金
基
金
理
事
長

田
畠
一
彌
様
代
理　

石
塚
常
務
理
事
様

東
京
都
製
本
工
業
組
合
京
橋
支
部
支
部
長

山
本　

雅
夫
様

中
央
厚
生
事
業
協
同
組
合
理
事
長

長
山　
　

浩
様

東
京
都
印
刷
工
業
組
合
日
本
橋
支
部
支
部
長

中
村　

正
信
様

８
、
閉
会
の
こ
と
ば

神
田
監
査

◎
懇
親
会
（
午
後
７
時
15
分
開
宴
予
定
）「
松
風
」
の
間

進
行　

石
井
副
支
部
長

１
、
あ
い
さ
つ

松
岡
支
部
長

２
、
関
連
業
界
代
表
挨
拶

㈱
山
櫻　

代
表
取
締
役
社
長

市
瀬　

豊
和
様
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３
、
乾
杯

京
橋
支
部
顧
問

宇
野　

一
男
様

５
、
本
部
出
向
役
員
紹
介

　
　

｜
歓　

談

｜

６
、
京
青
会
新
役
員
紹
介

７
、
関
連
業
界
紹
介

８
、
中
締
め　

京
橋
支
部
相
談
役

松
川　

昭
義
様

９
、
閉
会
の
挨
拶

石
井
副
支
部
長

６
月
７
日
㈬
中
央
区
工
団
連
定
期
総
会

於
・
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム　

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

６
月
9
日
〜
10
日
工
団
連
宿
泊
研
修
会

於
・
千
葉
県
小
湊
温
泉
「
ホ
テ
ル
三
日
月
」、
Ｔ

Ｅ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ー
ク
、
サ
ッ
ポ
ロ

ビ
ー
ル
㈱
千
葉
工
場

６
月
12
日
㈪
役
員
打
ち
合
わ
せ
会
（
12
時
〜
）

於
・
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
２
階
ロ
ビ
ー

６
月
13
日
㈫
第
２
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
２
階

６
月
15
日
㈭
部
長
・
監
査
・
地
区
長
会
（
11
時
30
分
〜
）

於
・
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
２
階
ロ
ビ
ー

・
支
部
長
会
報
告
事
項
に
つ
い
て

・
当
面
の
支
部
運
営
方
針
、
事
業
、
行
事
に
つ
い
て

・
第
１
回
に
つ
き
、
自
己
紹
介

・
支
部
報
等
へ
の
新
役
員
紹
介
の
た
め
顔
写
真
の

撮
影

・
そ
の
他

７
月
４
日
㈫
京
橋
支
部
・
京
青
会
共
催
オ
ン
デ
マ
ン
ド

用
紙
研
修
会
（
18
時
〜
）

於
・
王
子
製
紙

７
月
６
日
㈭
本
部
支
部
長
会
開
催
（
15
時
30
分
〜
）

於
・
箱
根
吉
池
旅
館　

西
山
支
部
長
出
席

７
月
11
日
㈫
第
３
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
２
階

７
月
14
日
㈮
部
長
・
監
査
・
地
区
長
会
（
19
時
〜
）

於
・
熱
海　

金
城
館

・
支
部
長
会
報
告
事
項
に
つ
い
て

・
各
種
委
員
会
報
告
事
項
に
つ
い
て

・
そ
の
他

７
月
18
日
㈫
本
部
理
事
会
（
15
時
〜
）

於
・
本
部
２
階
会
議
室　

西
山
支
部
長
他
出
席

７
月
23
日
㈰
中
央
区
商
工
団
体
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

於
・
月
島
運
動
場　

雨
天
中
止

７
月
26
日
㈬
京
橋
支
部
ゴ
ル
フ
委
員
打
ち
合
わ
せ
会

（
18
時
〜
）

於
・
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
２
階
ロ
ビ
ー

７
月
28
日
㈮
顧
問
・
相
談
役
・
参
与
の
会
開
催
（
17

時
〜
）

於
・
銀
座
せ
き
て
い

９
月
７
日
㈭
本
部
支
部
長
会
開
催
（
15
時
〜
）

於
・
２
階
会
議
室　

西
山
支
部
長
出
席

９
月
12
日
㈫
本
部
「
敬
老
の
集
い
」（
10
時
〜
）

於
・
明
治
神
宮

９
月
12
日
㈫
第
４
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
２
階

９
月
21
日
㈭
部
長
・
監
査
・
地
区
長
会
（
11
時
30
分
〜
）

於
・
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
２
階
ロ
ビ
ー

・
支
部
長
会
報
告
事
項
に
つ
い
て

・
各
種
委
員
会
報
告
事
項
に
つ
い
て

・
今
後
の
支
部
運
営
方
針
、
事
業
、
行
事
に
つ
い

て
・
そ
の
他

10
月
５
日
㈭
本
部
支
部
長
会
開
催
（
15
時
〜
）

於
・
２
階
会
議
室　

西
山
支
部
長
出
席

10
月
10
日
㈫
第
５
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
２
階

10
月
12
日
㈭
部
長
・
監
査
・
地
区
長
会
（
11
時
30
分
〜
）

於
・
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
２
階
ロ
ビ
ー

・
支
部
長
会
報
告
事
項
に
つ
い
て

・
各
種
委
員
会
報
告
事
項
に
つ
い
て

・
当
面
の
支
部
運
営
方
針
、
事
業
、
行
事
に
つ
い
て

・
そ
の
他

10
月
14
日
㈯
京
橋
支
部
・
京
青
会
共
催
ゴ
ル
フ
大
会

於
・
カ
ナ
リ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
Ｃ
Ｃ

11
月
１
日
㈬
〜
４
日
㈯
第
14
回
「
中
央
区
産
業
文
化

展
」（
へ
そ
展
）
開
催

於
・
晴
海
ア
イ
ラ
ン
ド
・
ト
リ
ン
ト
ン
ス
ク
エ
ア

11
月
２
日
㈭
本
部
支
部
長
会
開
催
（
15
時
〜
）

於
・
２
階
会
議
室　

西
山
支
部
長
出
席

11
月
13
日
㈪
部
長
・
監
査
・
地
区
長
会
（
11
時
30
分
〜
）

於
・
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
２
階
ロ
ビ
ー

・
支
部
長
会
報
告
事
項
に
つ
い
て

・
各
種
委
員
会
報
告
事
項
に
つ
い
て

・
今
後
の
支
部
運
営
方
針
、
事
業
、
行
事
に
つ
い
て
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・
そ
の
他

11
月
21
日
㈫
第
６
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
２
階

11
月
22
日
㈬
本
部
理
事
会
（
15
時
〜
）

於
・
本
部
２
階
会
議
室　

西
山
支
部
長
他
出
席

12
月
６
日
㈬
顧
問
・
相
談
役
・
参
与
の
会
開
催
（
17

時
〜
）

於
・
京
橋　

咲
く
ら

12
月
７
日
㈭
本
部
支
部
長
会
開
催
（
15
時
〜
）

於
・
２
階
会
議
室　

西
山
支
部
長
出
席

12
月
12
日
㈫
第
７
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
２
階

12
月
13
日
㈬
部
長
・
監
査
・
地
区
長
会
（
18
時
〜
）

於
・
つ
き
じ
喜
代
村
『
す
し
ざ
ん
ま
い
奥
の
院
』

・
支
部
長
会
報
告
事
項
に
つ
い
て

・
各
種
委
員
会
報
告
事
項
に
つ
い
て

・
当
面
の
支
部
運
営
方
針
、
事
業
、
行
事
に
つ
い
て

・
そ
の
他

▽
平
成
19
年

１
月
15
日
㈪
（
臨
時
）
部
長
・
監
査
会
（
12
時
30
分
〜
）

於
・
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
2
階
ロ
ビ
ー

・
平
成
19
年
支
部
「
新
春
の
つ
ど
い
」
開
催
準

備
に
つ
い
て

・
そ
の
他

１
月
16
日
㈫
中
央
区
工
団
連
「
新
年
初
顔
合
わ
せ
会
」

於
・
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム

１
月
18
日
㈭
第
８
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
２
階

１
月
18
日
㈭
中
央
厚
生
事
業
協
同
組
合
「
新
年
懇
親

会
」（
18
時
〜
）

於
・
銀
座
ラ
フ
ィ
ナ
ー
ト　

森
山
副
支
部
長
出
席

１
月
18
日
㈭
東
印
工
組
日
本
橋
支
部
「
新
年
会
」（
18

時
〜
）

於
・
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
ホ
テ
ル
銀
座
東
京　

西
山
支

部
長
出
席

１
月
24
日
㈬
東
製
工
組
京
橋
支
部
「
新
年
研
修
会
」

（
18
時
〜
）

於
・S

u
n
-m

i

高
松
七
丁
目
店　

西
山
支
部
長
出

席

１
月
26
日
㈮
部
長
・
監
査
・
地
区
長
会
（
11
時
30
分
〜
）

於
・
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
２
階
ロ
ビ
ー

・
支
部
「
新
春
の
つ
ど
い
」
２
月
６
日
（
火
）
開

催
当
日
の
次
第
・
進
行
の
説
明
と
役
員
役
割
分

担
に
つ
い
て

・
そ
の
他

２
月
６
日
㈫
京
橋
支
部
平
成
19
年
「
新
春
の
つ
ど
い
」

17
時
30
分
〜
奉
賽
式

於
・
明
治
記
念
館
「
儀
式
殿
」

18
時
〜
新
年
祝
賀
会

於
・
明
治
記
念
館
「
蓬
莱
の
間
」

司
会　

副
支
部
長　

森
山　

照
明

１
、
年
頭
挨
拶

支
部
長　

西
山　
　

昇

２
、
来
賓
祝
辞

・
中
央
区
長

矢
田　

美
英
様

・
中
央
区
工
業
団
体
連
合
会
会
長

水
野　

雅
生
様

・
東
京
印
刷
工
業
厚
生
年
金
基
金
理
事
長

田
畠　

一
彌
様

３
、
来
賓
紹
介

・
中
央
区
議
会
議
長

神
林　
　

烈
様

・
中
央
区
区
民
部
商
工
課
課
長

田
中　

武
様

・
東
京
都
印
刷
工
業
組
合
日
本
橋
支
部
支
部
長

中
村　

正
信
様

・
東
京
都
製
本
工
業
組
合
京
橋
支
部
支
部
長

山
本　

雅
夫
様

・
中
央
厚
生
事
業
協
同
組
合
理
事
長長

山　
　

浩
様

・
東
京
商
工
会
議
所
中
央
支
部
事
務
局
長

北
川　

正
博
様

・
早
稲
田
大
学
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
所
長

岩
井　

方
男
様

・
東
京
都
印
刷
工
業
組
合
専
務
理
事武

石　

三
平
様

・
東
京
都
印
刷
工
業
組
合
事
務
局
長生

井　

義
三
様

・
東
京
都
印
刷
工
業
組
合
事
務
局
次
長

鴨
井　

政
巳
様

◎
祝
賀
会

　

乾
杯・

東
京
都
印
刷
工
業
組
合
副
理
事
長花

崎　

博
己
様

◎
歓
談お

囃
・
東
囃
子
社
中
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シ
ャ
ン
ソ
ン
の
宴
・
歌
手
＝
平
沢　

朋
子

・
関
連
業
界
出
席
者
紹
介

・
関
連
業
界
代
表
祝
辞

㈱
桜
井
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
ズ

　

代
表
取
締
役
会
長　

桜
井
美
国
様

・
福
引

◎
中
締
め　

万
歳
三
唱京

橋
支
部
顧
問　

宇
野　

一
男
様

２
月
８
日
㈭
本
部
支
部
長
会
開
催
（
15
時
〜
）

於
・
２
階
会
議
室　

西
山
支
部
長
出
席

２
月
13
日
㈫
第
９
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
２
階

２
月
22
日
㈭
部
長
・
監
査
・
地
区
長
会
（
11
時
30
分
〜
）

於
・
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
２
階
ロ
ビ
ー

・
支
部
長
会
報
告
事
項
に
つ
い
て

・
各
種
委
員
会
報
告
事
項
に
つ
い
て

・
支
部
「
新
春
の
つ
ど
い
」
結
果
報
告
に
つ
い
て

・
当
面
の
支
部
運
営
方
針
、
事
業
、
行
事
に
つ
い
て

・
そ
の
他

２
月
22
日
㈭
中
央
区
中
小
企
業
工
業
関
係
者
表
彰
式

於
・
銀
座
ブ
ロ
ッ
サ
ム

２
月
23
日
㈮
平
成
18
年
度
東
京
都
印
刷
工
業
組
合
「
組

合
員
の
集
い
」

於
・
東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京

第
１
部　

講
演
会
（
16
時
〜
17
時
50
分
）

第
２
部　

懇
親
会
（
18
時
〜
19
時
30
分
）

２
月
26
日
㈪「
井
上　

計
氏
を
偲
ぶ
会
」（
15
時
30
分
〜
）

於
・
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
２
階
「
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
ル
ー
ム
」
西
山
支
部
長
他
出
席

３
月
１
日
㈭
中
央
区
工
団
連
第
２
回
常
任
理
事
会

於
・
区
役
所
８
階
会
議
室

３
月
８
日
㈭
本
部
支
部
長
会
開
催
（
15
時
〜
）

於
・
２
階
会
議
室　

西
山
支
部
長
出
席

３
月
12
日
㈪
京
橋
支
部
・
京
青
会
・
京
橋
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ト
ナ
ー
研
究
会
共
催
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン　

セ
ミ
ナ
ー
」（
17
時
〜
19
時
）

於
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
㈱
品
川

シ
ョ
ー
ル
ー
ム

３
月
13
日
㈫
第
10
回
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ラ
ン
チ

セ
ミ
ナ
ー

於
・
ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
２
階

３
月
15
日
㈭
部
長
・
監
査
・
地
区
長
会
（
11
時
半
〜
）
於
・

ハ
イ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
２
階
ロ
ビ
ー

・
支
部
長
会
報
告
事
項
に
つ
い
て

・
各
種
委
員
会
報
告
事
項
に
つ
い
て

・
当
面
の
支
部
運
営
方
針
、事
業
、行
事
に
つ
い
て

・
そ
の
他

３
月
22
日
㈭
本
部
理
事
会
（
15
時
〜
）

於
・
本
部
２
階
会
議
室　

西
山
支
部
長
他
出
席

支
部
員
の
異
動

○
加
入
組
合
員

・
銀
座
地
区
、
㈱
テ
ィ
ー
シ
ィ
企
画

　

青
木　
　

茂
殿

○
脱
退
組
合
員

・
銀
座
地
区
、
橋
本
印
刷
㈲

　

松
本　

正
孝
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
月

・
入
船
地
区
、
㈲
青
雲
舎

　

武
井　

式
人
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月

・
築
地
地
区
、
㈲
美
豊
堂
印
刷
所

　

石
井　

利
昭
殿

・
築
地
地
区
、
㈲
す
の
は
ら
印
刷
所

　

春
原　

英
夫
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月

・
湊
地
区
、
島
田
ア
サ
ヒ
印
刷
㈱

　

嶋
田　

忠
次
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月

・
築
地
地
区
、
大
興
印
刷
㈲

　

佐
野　
　

務
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月

・
銀
座
地
区
、
㈲
小
西
商
店
印
刷
所

　

小
西　

正
雄
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月

・
新
川
地
区
、 

㈱
サ
ン
リ
ョ
ウ

　

尾
島　

賢
治
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月

・
八
丁
堀
地
区
、 

㈱
榎
本
印
刷
所

　

榎
本　

則
義
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
月

・
新
富
地
区
、
㈱
モ
ー
ス
ト
・
ア
ン
ド
・
モ
ア

　

伊
藤　

義
昭
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月

・
八
丁
堀
地
区
、
シ
ン
セ
イ
・
リ
テ
ラ
ス
㈱

　

西
川　

雅
也
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月

・
湊
地
区
、
聖
文
社
印
刷

　

田
島　

克
己
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月

・
湊
地
区
、
㈱
日
昌
堂

　

山
田　

昌
之
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月

○
代
表
者
変
更

・
八
丁
堀
地
区
、
シ
ン
セ
イ
・
リ
テ
ラ
ス
㈱

　

（旧）
相
沢　

純
殿
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（新）
西
川　

雅
也
殿

・
築
地
地
区
、
福
田
印
刷
工
業
㈱

　

（旧）
山
本　

昌
平
殿

　

（新）
山
崎　
　

滋
殿

・
八
丁
堀
地
区
、 

㈱
コ
ッ
シ
ー

　

（旧）
下
平　

契
樹
殿

　

（新）
白
子　
　

白
殿

・
入
船
地
区
、
ト
ス
コ
ム
㈱

　

（旧）
土
井　

健
司
殿

　

（新）
富
田　

有
一
殿

・
新
川
地
区
、
朝
日
印
刷
㈲

　

（旧）
広
瀬　

正
次
殿

　

（新）
広
瀬　

節
子
殿

・
築
地
地
区
、
山
の
内
印
刷
㈱

　

（旧）
八
重
樫
睦
雄
殿

　

（新）
布
施　
　

繁
殿

・
築
地
地
区
、
熊
谷
印
刷
㈱

　

（旧）
森
泉　

茂
男
殿

　

（新）
岡
田　

智
夫
殿

○
代
表
者
（
姓
）
変
更

・
新
川
地
区
、
㈲
一
星
社

　

（旧）
杉
本　

惠
美
殿

　

（新）
鈴
木　

惠
美
殿

○
所
在
地
・
社
名
変
更

・
新
川
地
区
、
朝
日
印
刷
㈲

　

（旧）
〒
104

−

0043　

中
央
区
新
川
１

−

６

−

５

　

（新）
〒
104

−

0033　

中
央
区
新
川
２

−

５

−

７

　
　
　
　

金
中
ビ
ル

・
入
船
地
区
、
㈲
タ
ン
ポ
ク
リ
エ
イ
ト

　

（旧）
〒
104

−

0042　

中
央
区
入
船
３

−

１

−
２

　
　
　
　

ラ
イ
オ
ン
ズ
新
富
402

　

（新）
〒
104

−

0041　

中
央
区
新
富
１

−
４

−

５

　
　
　
　

佐
藤
ビ
ル

・
入
船
地
区
、

（旧）
㈲
テ
ィ
ー
ズ
ロ
フ
ト

　

〒
104

−

0042　

中
央
区
入
船
２

−

９

−

４

　
　
　
　

イ
リ
フ
ネ
ビ
ル
３
階

　
　
　
　
　
　

（新）
シ
ィ
ズ
ビ
ジ
ュ
ア
ル
広
告
㈱

　

〒
104

−
0041　

中
央
区
新
富
２

−

10

−

４

　
　
　
　

浅
野
ビ
ル
５
階

・
新
川
地
区
、
伊
坂
美
術
印
刷

　

（旧）
〒
104

−

0043　

中
央
区
湊
３

−

３

−

２

　
　
　
　

前
田
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル

　

（新）
〒
104

−

0033　

中
央
区
新
川
２

−

１

−

５

・
新
川
地
区
、
㈲
一
星
社

　

（旧）
〒
104

−

0033　

中
央
区
新
川
１

−

16

−

６

　
　
　
　

恒
陽
サ
ン
ク
レ
ス
ト

　

（新）
〒
104

−

0043　

中
央
区
湊
２

−

16

−

26

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

▼
月
島
地
区

中
山
印
刷
所
社
長
ご
母
堂

中
山　

富
美
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
月

▼
入
船
地
区

㈲
青
雲
舎
社
長

武
井　

式
人
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
月

▼
新
川
地
区

㈲
正
明
堂
會
津
印
刷
所
社
長
ご
母
堂

會
津　

ミ
ネ
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月

▼
月
島
地
区

室
田
印
刷
㈱
会
長

室
田　

利
一
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
月

類
焼
被
害
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

▽
月
島
地
区

㈲
岸
印
刷
所　
　
　

岸　
　

健
作
様

▽
月
島
地
区

石
井
企
画
印
刷
㈱　

石
井　

泰
明
様

編
集
後
記

伝
統
あ
る
「
京
橋
の
印
刷
」
に
少
し
で
も
新
し

い
風
を
、
と
意
気
込
ん
で
は
み
た
も
の
の
、
な
か

な
か
変
化
を
だ
す
の
は
難
し
い
ど
こ
ろ
か
、
発
行

時
期
ま
で
遅
延
し
て
し
ま
い
、
締
め
切
り
遵
守
の

執
筆
者
の
皆
様
は
じ
め
関
係
者
の
方
々
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
て
、
誠
に
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

自
分
で
出
席
し
て
い
た
の
に
「
あ
れ
、
支
部
総

会
の
来
賓
挨
拶
、
何
だ
っ
た
け
」「
地
区
長
会
の

決
定
事
項
ど
う
だ
っ
た
っ
け
」
と
な
い
頭
を
ひ
ね

る
ば
か
り
で
し
た
。
な
る
べ
く
事
務
局
の
負
担
を

軽
く
す
る
た
め
に
始
め
た
編
集
局
体
制
も
肝
腎
な

資
料
・
記
録
は
事
務
局
に
頼
る
ば
か
り
で
し
た
。

紙
上
を
か
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

次
号
こ
そ
は
、
少
し
進
化
し
た
支
部
報
作
り
に

邁
進
い
た
し
ま
す
。
ご
提
案
、
ご
意
見
な
ど
お
寄

せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

（
若
葉
マ
ー
ク
編
集
長
）
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午後５時〜受付開始　午後５時 30 分〜儀式殿「お祓い」の儀　午後６時〜祝賀会

参加数　来賓 13 名、組合員 75 社 87 名、関連業界 41 社 55 名、報道６社

平成19年　京橋支部『新春のつどい』開催
於・明治記念館

平成19年　京橋支部『新春のつどい』開催
於・明治記念館


